
論

語

義

疏

日
比
ん
予
4

イ
も
江
小
山

i
ぺ
i
f
r
'
'
f
i
n
-

コ
wuv

均

勺
部
以
内
論
説
疏
浅
轍

川
川
H
4
一
五
リ
M
刷小山川一

1
J

ぃ一、

k
l
i
-
-
i
i
 

(j) 

こへノ

1

f
」
ヘ
ノ
R

L
u
'
i
v

、t
、
v

〆
ν

(
蛾
指
編
径
八
〉
で
あ
る
が
、

は
じ
め
て
こ

p
f
j
司

U
1
1ノ

¥
U
P
F
-
1
/

ユト

J
H
j
w
r
d
1
/
ず
し
ょ
」
バ
ν

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
じ
す
で
に
知
ら

れ
て
ハ
る
よ
う
こ
え
本
つ

よ

V

-

J

-

t

i

!

4

L

に
よ
っ
て

'一rt、『

れ

の
う;1]

7つr
t、一

も
入
れ
ら
れ
、
成
く
祉
問
に
祁
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
ο

と
こ
ろ
が
、
そ
の

間
以
本
的
絡
が
下
野
の
足
利
苧
校
の

に
よ
っ
て
、
交
一
正
、
ト
し
キ
リ
し
た
も
乃
で
、
そ

η

i

、

i

i

、

1

:

{

、

4

{

ち

と

て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

な
か
に
は
こ
の

( 1 ) 

の
注
疏
に
も
と
ミ
つ
い
て
制
限
作
し
た
の
で
は
な
い
か
、

と

い
を
も
っ
人
さ
え
出
て
き
た
。

/:~:守

σ〉

あ
っ
た
武
内
義
雄
博
士
に
よ

の

)反
;ヱ

「
出
る
に
及
ん
で
此
等
の
疑
問

は

y

「ノ

一!J
J
V
P

と
い
う
よ
う
に
、

る、

の

の

の

の
ま
ま
に
、
凡
十
揺
の

し
た
も
の
で
あ
る
Q

そ
の
問
の

の
校
勘
記
序
と
に

て
い
る
い
わ
ゆ
る
文

J
3

に
で
、
ァ
げ
に
〉
-
1
4
L
P

へ、i

明
イ
ベ
ィ
、

J
U
'
t
tー
メ
ド

':.仁

ル
小
よ
さ
ミ
ゴ
，
ー
ミ

ιγ
芸
叶
稲
川
」
パ
ペ

久
際
交
感
…
本
、

し、

は
、
そ
の
也
、
所
在
は
わ
か
っ
て
い
る
が

の
も
の
と
し
て

尾
張
緩
川
侯
爵
、
加
賀
前
回
侯
爵
、
京
都

東
京
木
村
氏
、
内
野
氏
、
戸
水
氏
、
林
氏
、

て
い
る
。



わ
た
く
し
は
最
近
、
慶
態
義
塾
大
事
前
麗
研
究
所
新
選
文
意
の

に
よ
っ
て
文
庫
の
~
防
護
す
る
論
語
義
一
読
を
閲
覧
す
る
機
舎
を
う
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
諸
本
を
列
記
す
る
と
、

←ぅ

一
一
瓶
詰
義
疏
十
巻

梁
皇
侃
疏

文
明
十
九
年
(
一
酉
八
七
)
窓

有
一
部
二
葱
穏
庶
自
宅
二
2

問
問
診
盛
現
伶
詰
菌
室
田
印
L

「
文
彦
二
i

安
田
文
庫
」

殿
町
印
あ
り
(
以
下
大
槻
木
と
略
穆
)

一伺

同
〔
室
町
〕

五
:lJf} 

「
光
説
明
二

「J
乱
開
州
山
月
悲
」
「
一
橋
裳
」
「
安
部
文
庫
」
薮
印
あ
り
ハ
以
下
江
異
本
と
路
務
)

一J
競
い
え
」
(
向
山
津
舘
ー
二
文
彦
」
三
文
一
出
'
文
露
」
議
印
あ
ワ
(
以
下
審
員
務
院
本
と
略
稽
)

。間
〔
室
町
〕

十
:I])} 

一仰

同
(
序
・
径
五
@
ム
ハ
絞
〉
〔
室
町
〕

七
:I]}} 

「
小
島
氏
題
意
日
記
」

議
印
あ
り
。

以
上
の
昭
穫
で
あ
る
。

ωいと

ωと
は
い
ず
れ
も
大
槻
文
彦
、

で
、
武
内
氏
が
未
完
と
し
て
態
一
¥
げ
た
一
東
京
大
槻
氏
議
二
議
」

と
い
う
の
に
相
醤
し
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の

e

昭
和
六
年
議
行
)
に
、
四
十
九
、
文
明
十

九
年
紗
論
一
語
義
疏

五
十
て
安
勝
院
本
論
語
義
疏
と
し
て
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
、
武
内
氏
の
「
林

( 2 ) 

氏
磁
本
」
に
相
蛍
し
よ
う
。

〈
詳
し
く
は
、
創
立
十
周
年
記
念

-
昭
和
四

五
年

月

を
参
照
の
こ
と
)

右
以
外
に
、
文
庫
に
滅
す
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
コ
ピ

i
に
よ
っ
て
、

の

京
大
騒
書
館
清
原
良
策
本
、
題
立
感
禽

の

る
こ
と
が
で
き
た
c

こ
の
う
ち
、
大
東
念
記
念
文
庫
の
二
種
は
い
ず

れ
も
葱
久
原
文
庫
版
本
で
、
武
「
内
氏
の
校
勘
記
に
い
う
延
捺
本
と
久
原
文
蕗
本

ょ
う
で
あ
る
。
廷
徳
本
の
警
影
は
前
掲
「
諮
問
訪
問
諮
問

は
、
そ
れ
ぞ
れ
武
h

内
氏
未
見
の

五

延
徳
二
年
紗
と
し
て
見
え
て
い
る
。
ま
た

日
!
、
町
ハ
ど
か
3
引
計
一
、
、
北
町
、

ず
J3AM一
初
り
{
削
除
斗
ノ
万
寸

一
種
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
大
東
急
記
念
文
庫
の

、
1
h
y
 

も
武
内
民
未
見
の
テ
キ
λ

ト
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
務
本
を
参
考
と
す
れ
ば
、
武
内
氏
校
定
本
を
い
さ
さ
か
な

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
こ
に
は
泉
侃
疏
序



の
部
分
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
皇
序
は
疏
の
な
か
で
も
特
に
み
み
に
く
い
-
ふ
う
で
め
っ
、
こ
こ
に
必
す
こ
と
で
飛
躍
的
に
洋
一
併
を
培
す
わ
け
で

干
色
ハ
円
a
h

、.、司

、
L
い
ず
、
し
カ

な
に
が
し
か
の
芯
味
は
も
つ
で
あ
ろ
う
U

由
一
応
侃
疏
序
の
部
分
に
つ
い
て
い
う
と
、

十
引
に
駅
付
た
諸
木
の
う
ち

、
仰
と
京
大
山
中
古
館
本
と
け
ん
利
い
り
校
不
と
は
序
の
-
部
分
を
紋
い
て
い
る
か

ら
、
松
助
の
資
料
と
し
た
の
は
っ
さ
の
大
槻
木
、
白
川
M

院
本
、
安
問
木
、

出
川
河
，
J

一'WM4
汁
i
，
.
4
4
?
f
~
」コ司、吋

可
川
戸
」
、

l
p
F
U一
ノ
ド
ド

ι
i
F
i
h
-
-一六ノ一

l
:
l
'
i
;
l
;
 
送
力
仏
文
庫
不
(
以
上
武
一
内
氏
未
見
)
、
延
徳

号
、
九
京
い
丈
-
誌
に

J

十
ヒ
謹
で
'
D
5
0

夕
日
¥
/
周
オ
au--
〆
マ
、

ま
た
武
内
氏
校
定
木
校
勘
記
!
i
l泉
序
の
部
分
に
つ
い
て
は
十
六
伐
あ
る
:
ー
ー
を
あ
わ
せ
参
考
と
し
た
。

と
こ
ろ
で
武
内
氏
は
校
佐
木
を
出
し
た
の
ち
に
、

「
悶
公
論
刊
一
川
総
附
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
(
東
部
向
学
術
研
究
所
論
叢
第

関
西
大
観

日
t
q
-一「
.UTT，
ヒ
し
て
|
刀
山
口
二
日

J
V
〕

r
r
1斗
司

j

J

A
A
V
T
K
笥引
n
w
%
J，
M
川
手
一
一
一
化
壬

P
H
j
L

に
お
い
て
、
京
都
必
政
院
一
所
一
械
の
論
一
山
総
時
一
を
に
引
か
れ
る
皇
侃
義
疏
三
僚
に
よ
っ
て
序
の
部
分

を
校
勘
し
て
い
る
。
こ
の
論
一
部
総
略
と
は
武
内
氏
に
よ
る
と
「
撰
者
と
紗
符
年
代
を
詐
に
せ
な
い
が
、

そ
の
ふ
音
機
か
ら
判
断
す
る
も
鎌
倉
時
代

と
で
4
3
い
〉
コ
ベ
ー
さ
'
も
の
」

の
も
の
ら
し
く
、
大
綱
・
題
名
・
木
之
同
兵
・
注
者
姓
名
・
二
十
筋
目
鍛
並
伝
次
大
-
訟
の
五
項
目
を
分
っ
て
先
儒
の
訟
を
紗
銭
し
諭
訟
の
総
論

(
論
文
三
一
久
)
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
引
か
れ
る
由
一
一
一
疏
に
つ
い
て
「
従
旅
知
ら
れ
て
い
る
論
詰
皇
疏
は
い
ず

( 3 ) 

れ
も
笠
町
間
代
以
後
の
紗
本
の
み
で
あ
る
が
、

こ
の
惑
の
紗
手
が
見
た
本
は
脱
く
と
も
係
人
首
相
以
前
の
も
の
で
、
今
本
皇
疏
の
校
勘
に
は
有
力
な

資
料
を
供
給
す
る
、
も
の
で
あ
る
」

(
論
文
ご
一
一
良
)
と
の
べ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
義
疏
の
い
か
な
る
テ
キ
ス
ト

に
も
な
い
奥
向
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
数
悔
は
武
内
氏
が
さ
き
に
校
定
木
を
作
る
と
き
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た
呉
向
で
、
わ
た
し
の
こ
の
た
び
の

調
査
の
結
果
と
一
致
し
た
も
の
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
渓
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
法
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
れ
が
わ
ず
か
三
僚
に
止
ま

る
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

今
校
勘
に
あ
た
っ
て
は
、

武
内
氏
の
校
定
木
を
底
'
不
と
?
と
}
O

記
述
の
万
一
伝
山
小
、

必
安
な
一
沼
況
の
文
を
と
り
あ
げ
間
引
を
付
し

つい
J
d
c

に

格
下
げ
て
諸
木
の
兵
問
、

さ
ら
に
一
格
下
げ
て
そ
の
異
同
に
つ
い
て
勘
案
し
た
c

武
『
内
氏
の
校
定
本
校
勘
記
と
弘
前
諸
経
略
の
災
同
と
は
、
，叫一
U

T
」

バ
nuパ
L
1
w

、

必
要
な
一
部
分
に
限
っ
て
指
摘
引
用
し
た
が
、

そ
の
い
ち
い
ち
ば
髪
、
い
ヴ
て
い
な
い
c



論
説
義
疏
各
第

5
1
t
f
ァ
じ
レ
ト
、

日日月上限似
v
r
U
J
A川こ

っ
パ
て
つ
復
工
ふ
、
い
河
川
れ
で
よ
問
↓
ネ
白

t

u
f
t

、LV/
レ

J
r
J
V
1
i
1
γ
/
t
u
J
A
B
B
-
E
i

(
一
一
五
山
川
ム
ハ
)
五

数
十
日
人
い
と
あ
る
。
停
に

に
日
ん
〉
え
る
つ

の
人

に
よ
る
と
梁
武
帝
大
同

卒
し
て
い
る
。
と
り
わ
け

と
あ
る
が

と

と
あ
る
が
、
径
数
に

り
は
あ
っ
て
も
、

の

の

で
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
っ
し
か
し
、

、JP
A

m

-

-
電

i

レ、
J

J

、、
J
l
h

-
d
y
fぐ
し
;

..--r、
、"

( -1 ) 

に
相
常
す
る
と
忠
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
む
と
す
れ
ば
悼
の

に
相
性
〈
な
く
、

か
つ
て
は
こ
の

あ
る
り

山
封
勝
院
本
蓬
在
本
は
忠
侃
疏
と
す
る
が
、

し、
〉

フ
J)， 

」
こ
に
も
疏
と
い
う
の
は
こ
と
ば
が

去
、
A

/

、
コ
〉

幸

治

1
L
L
J
T

し
泉
保
疏
と
い
う
の
な

る
い
は
儒
林
停
の
よ
う
に

い
久
ノ
ベ
ー
さ
で
久

γつ%フム〉

に
す
己
L
J
2
1
U
1し
こ

1
μ
n
h
y
三

E
S
H
七、

，

ps
上
京
h
F
P
J
Jれ
ん

や

p

，
rげ
打
ね
2
J
A
什が山
V
H
/
古

μ
リ片

t
l
F
1
4
・2
1
f
s
x、、

F
r
y，y
i一

↑
(
)
一
L

と
あ
る
ひ
そ
の
と
お
り
で
あ
ら
う
f
F

た

戸
{
、
ド
!
ー
し
、
J

V
れ
ド
ー
す
1
j

h
u

い
し
γ

一一
j
iイ
J
、一辺パ

}vu

統
を
も
山
M
M

疏
の
あ
と

い
て
い
て
こ
れ
は
後
人
が

w

F

F

司
、
ノ
示
、
、
円
弘
、
、
4

1

ノ

土
じ

f
b
L
f
j
L
カ
f
f

の
信
哉
と
は
い
え
な
い
c

日
、
論
語
者
赴
孔
子
川
以
後

子山
1

・勺
J

下
i
1

半
i
h

山
間
山
欠
日
、
ハ

一

M
L
l
i
s
p
L
V
志
除
問
判
イ
ム

0) 

と
作
る
こ
と

1) 

0) 

ユγ
了、
)
J
P
J
}

ぺ仁、

吋
に
一
」
コ

v
v
J
J
F
〆



武 和大本;山
紗千ヌドr; i仁 j隙品 能 1あf大槻本 担捜nmか!リj jとfJ 
は 武氏内総 ilf土)~本、 1院I'I.Q 千 孔ら I_;j ITf. に

校氏勘記内 、
ノ¥る 子かし、 v7J: 1}rl. 

し、 l主 司三 、し、 1'~r。でで、れノ?

'i'" 
也

肢弦iははて i之;持なじし、

も 、" m ¥，、::1:
と a iJ~、

iま小Zi5 亡~1、
さ

し、

fF ，川JJ北 の
v..__ JL 心 ;h 

i主
、、、
も jミ

い ケ¥ ね: のなし、公
の し と

L、1dJデJ 

く、ブーコ

し と L 'Il{f UJ託の
コヲL し、 と が

/マ~~) jJj と 7う E:l ¥，、
0) L、
、lJ哲e、 ペマ~，) し、

の kt 
L、

心7) ¥，、

Jf~ fr て 、、

J、十ζ?、 tJ ~、/.心 し、 ι 

{以 、ー /、qダ〉 y〉

ジコ (_ 。〉

ゆ、 、 しつ と
、

J、2ブ7 の il i ~二し、し、

の
、

ふマ首 ろ):え
マ舟 る)

1‘てO与R ょう フ オ五

十/うλJて品 ( 三
ち、 vて

イ〉 トコ 七、

0) 」jL}h < α〉
と 'b 
tトて3 1、ゐq・、 vプ」ミ の
る よ と 寸、久

七、 り ，CLjL3 、 〈、プ:) ノl口j二えf lま
ら 明3 わ の本

ら ;h 泊三 iヱ フy} t，: 拘

武 か と る )手f ρ、よご~ も 1‘7 、-

氏fカ司l 
と し、

f、
字 ;ら の

な う し、 と じで
Q 、ア o、

で作 i!/) 

本底
ザ」士、メ-入F t; う~) る

るみ 7) 
v 士、

b 

と ろ
心ヤア 吉j、 しと

し うむ こ
〉 し、し、し、

t.:.. と かか jコ

文 の な られ

本明
Vプ」て、 <;:， 、て

」さぞ も
る 0) 

( 5 ) 



は

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
大
域
本
な
ど
と
一
致
す
る
。
江
風
本
、
賓
務
院
本
、
蓬
左
本
、
久
原
本
は
互
字
を
い
ず
れ
も
守
字
に

作
っ
て
い
る
が
、
立
の

あ
る
。

下
匂
の

な
し
て
お
り
、

は
あ
る
ほ
う
が
良
い
で
あ
ろ

ι〆

町

d

う
f

A

J

」
と
あ
る
c

ど
う
い
う
テ
キ
ス
ト
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
と
か
え

":) 

て

う
必
安
は
な
く
な
る
c
蓬
左
本
が
兵
誌
を
典
詩
と
す
る
の
は
鈴
潟
時
の
誤
り
で
あ
ろ
う
c

，いい

L

ヨ
巳
L

父
功
記
二

1
0
¥

刊
百
、
£
j
ζ
、

一仁川井

p
i
t
-
r
t
r
l
u
ド

「

イ

ノ

キ

JK1
ザ
オ

と
あ
る
が
、
今
見
る
諸
本
は
い
ず
れ
も
大

に
作
っ
て
い
て

に
作
る
も
の
を
見
な
い
コ

倫
者
。
閉
山
也

え
'
仔
毛
交
功
記
こ
っ

仇ム

t
J
I
v
a
'
F
l
'
r
j
Z
1
4
1
ν
r
一

i
，
ib連
打

と
あ
る
が
、
今
見
る
諾
本
で

る
も
の
を

{命o
見
な

也し、

( 6 ) 

子
介
勺
J

れ
~
L
Jげ
ん
内
山
引
っ

μ

こ

一
れ
什
「
、
ド
;

1
ム
ふ
A
L
十
Y
三

2
U
F
Y

「
、
1
1
J
浄

入

三

j
1
て
ヨ
叶
寸
。
、
~
~
列
り
f
一一

iZυ

、

Jγ

ハ
ザ
ヰ
日
間
同
日
出
5
4
ぷ
山
川
刊
誌

と
あ
る
が
、

で、

に
作
る
も

、ノ
l
v
 

-1~
，入、

5
1
、川、ヘキ九

Z
Fォ
，
力
/
民
V
1
I

こ
化
γ
久
d
o
v

}
れ
曜

f今

'e，、
J

久
版
本
に
つ
い
て
は
、
武
内
氏
の
校
勘
記
に

で
に

」

y

)

!]) 

必
先
詳
論
、
人
人
余
允
、
然

と
、
よ
斗
lyご
う
み
ノ
ピ

1
〈

}
h
w
一

/

2

故

と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
心

の
成
立
す
る
筋
滋
の
ひ
と

ぐ〉

て
い
る

!]) 

で
は、

の

ザ
一
」
刀
尚
一

Ah--レ
手

ゐ

拘

}

、

o

i
u
H
J
4
i
カ
中
j
L

}
こ
は

ほ
う
が
良
い
で
あ
ろ
う
り
結
論
に
は

作

L

、'-、
-
}
f〉

4
人

E
L
V
1
〈

a
L
V

よ
J



'
h
t
h

、0

4
/川
、

ト

V

大
和i

に
作
る
。

d

F

1

ノ
バ
リ

、L
O
Aト

で

と
り
に
く
い
。
こ
こ
は

し
て
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
倫
字
は
潟
本
で
は
余
と
諜
か
れ

る
こ
と
が
多
く
ハ
こ
己
も
、
大
観
本
、
延
徳
本
は
余
と
書
く
〉
さ
ら
に
そ
れ
が

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
本
以
外
の
テ
キ
ス
ト

は
明
ら
か
に
示
に
作
v
q
o

武
内
氏
は
延
徳
本
が
余
に
作
る
こ
と

る
が
、

の
ち
に
総
略
が
こ
の
部
分
を
「
其
或
余
い
と
作

心
こ
と

し
て
、
余
の
上

は
余
の

ぺ
廿
一
、
或
感
余
と
は
ソ
レ
或
ハ
シ
カ
ル
ベ
シ
ノ

と
の
べ
て
い

Y 

~;) 

ο 

で
あ
ず
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し

テ
キ
ス
ト

も
の
は
い
ま
だ
見
て
い
な
い
。

今
は
こ
の
間
字
な
ブ
如
或
際
総
い
と
し
て
お
く
。

コ」

( 7 ) 

A
f
-
-
u
w

点
、
、
、
f
a

、品、

九

μ
民J
4
A

寸
々
八
f

…
昨
公
司

に
作
る
。

こ
の

に
つ
い
て
の
博
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
詩
疏
に
よ
る
と

日
一
一
一
一
口
、
謂
一
人
自

¥
ヰ
1
L
1
0
4
1
r九
ケ
入
け
H
V
A
I
十
、

I
ノ
h

羽

以

戸

校

長

ぜ

v
f
f
o

口々
エ

」
と
あ
る
か
ら
、

孔
頴
達
が
毛
詩
琉
を

作
っ
た
時

の
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
コ
ま

去よ為
長fffl

難

と
あ
る

7J、
、

い
て
「

と
し
て
い
る
か
ら
、

、.-、、，

I
V
司

C
I
V

に
お
い
て
二
援
の
い
い
か

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
υ

こ
れ
に
つ
い
て

と
い
っ
て
「
論
難
日

の
ほ
う
を
と
っ
て
い
る
。

総
略
は
こ
の
句
を
引
い
て

と
作
り
、
武
内
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
採
れ
ど
も
毛
詩
俸
は
明
ら
か
に
論
に
作
る
、
懇
略
誤
す



る
l

…
と
惣
絡
の
誤
り
と
す
る
が
、
上
に
の
べ
た
よ
う
に

トこ

と
す
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら

琉
の
な
か
に
な
惚
格
が
引
く
よ
う
な
テ
キ
ス
ト

j
i
!
;
i
i
i
i
;
;
 

可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
c

た
だ
し
か
し
、
こ
こ
に
毛
詩
停
を
引
く
の
は
上

の

い
う
こ
と
ば

る
た
め
で
あ
り
、

つ
、
、
つ
い
て
下
勾
に

」
と
あ

る
ト
ぅ
、
二
、
ノ
リ
ミ

可

f
J
ム

J

こ
fu
イ
，
ふ
ん

な
し、

一

J

J

J

y

u
、

ト
L

「中ッ、

j
vれ
Y
キ

ι
ヲ

/

/

一

/
i

あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は

h

h

、
‘
、
4

、
、

f

f

f

-

〉/，

J
j
t

し
J
ん

一

一

に
し
た
が
っ
て
お
く
ら

久

本

い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
例
設
で
あ
る

で
あ
ィ
る
c

そ
の

l 缶
、'"、

と
あ
り
、
久
原
本
と
合
す
る
。

( 8 ) 

大
桜
本

に
作
る

、干

0) 

h

，

i
:よ
ド
二
て
一
:
っ
と

t
y
J
ノ
ふ
事
，
サ
ペ
!
ご

k

l

f
カ
/

v

ば
な
ら
な
い
し
と
い
う
の
は

0) 

は
ど
う
い

か
と
い
う
こ
と

、
tav 

の

に
よ
っ
て
し
た
あ
と
の
、
こ
の

ヲ)三

此イリ

J在。そ
孔の
子
在
II~与
所

〉

Y山
川

¥
1
、A
V
1
3
J
e
じ
L
f
J
7
3
U
γ

da
一M
i
ノ
メ
戸
、
刀

F
J
h
z

7
1
1
ミ

守

U

3

、ノ

仁
バ
コ

b
J二/弓
fu

に
作
る
と
い
う
。

f-・01
i
y

島、、

η
民
4
4

ず
」
ふ
E
h

?ζ 
し、

こ
の
旬

し
て
お
り
、

の

、JJ
ヴ
/AU

は
あ
る
べ
き
で
あ
ろ

sAノ
仁

f
、i
人
J
L
1
e
A
P
二弘司
1

、、

;

i

i

f

、

官
制
作
ト
i
k
F
J
J
U
山川ヅ

T
む
刷
、
i
l



7J:， 
jが1F AHとI五j 氏槻大本 所1先1 

いコ i総ll{>y ここ j本孔

l土
ji人itj な 氏内 論、

〉ザ

校J記効
いるの uに竺政 久L，... 

び〉 。か 校防11己 H本~\ 0 fl 原本
イサ

!、 、、1、ー旬、
ゴヲ1F! i，-

制総布 ら、 、 保凶布iのる は は
tこ~乙 ~t し、

し、 (t vl )gj 、る
ャ7、，一舎- 万it l3 に rム7 0) 0) 

は下
iJ ~、 ii， 

、、~ ?SL 色、

iド し、 し、 つ
J、Zヲ〉 、

と
し、 ぷ〉

/ノz守 う ずもこ り
〈、ザ" と

L、 その松本 。〉

L、 ') のカl

つ (ま オぷ

がう に亦i斗下の
し
k. 

、 1電，~ プ二
L、 め

Jうミ し 吋¥て、

の J ι1う ザc 正

7) ./) (こ

れま う て{乍
と なっ tJ、

ヂ る
し、ニ .:. 

4、 ワ，す;~ザPへ'r の
)~ 

力、 る
J、;ミs
7力フコミ、
、

見ノイ入
し、 し

る
F、ム 、/3，」《

室議本長
。〉

h、、
_~ 

で 本
と れ
ぷう な
る ¥，、

F[c: ミコ

る
も
の 本は
l主
d日ノ久~

( 9 ) 



?
と
占
の
る
よ
〉
つ
に
、

に
咋
る
の
ほ
誤
っ
。

T

」
伝

γ
ヲヘ
d
p
J

ヲ
ー
も
，
J
t
t
一
〆

延
徳
本
、
久
原
本
、

ア
」
伝

γ
i
d
c

ー
を

4
i
、
〆

大
槻
本
、

久
一
原
本
は
群
字
を
郡
宇
に
作
る
。

大
槻

久
原
本

の

に
成
字
が
あ
る
。

隙
桝
に
つ
い
て
は

に
そ
の
停
が
見
え
て

9

晦
伊
、
、
ノ
j

、ノ、

I
J
3
A
f
t
 

に
も

i
i
:
i
j
 

z月
人
ノ
務
一
一
日

と
あ
る
か
ら
、
郡
宇
に
作
り
、
あ
る
い
は
字
を
長
文
成
と
す
る
の
は
い
ず
れ
も
正
し
く

( 10 ) 

「
九
、

(
U
V

吻ナ
J
rち

3
L
V

に
作
る
ヮ

iネj
i場。
{可 1iiJ
長会

ffC(: 
叔
で

る
匂
は

と
す
る
。

4大

槻
本

防
ん
子
を
郡
山
ナ
に
作
る
。

flI; 
ill: 
JJr T討
反o~tlS 
;与と

る
t主

大
掛i
本

に
作
る
。



何
川
引
所
集
名
山
川

三之fコ

、4
1
、戸入、

ク
時
，
1

、
t
u
v
 

戸
i
h

、0

4
r
f
h
s
u
 

と
あ
る
か
ら
、
文
明
木
、

本
こ
し
こ
:
〉
ご

イ
ハ
ケ
t

J

/

P

刀
J

F

ご
}
コ
ご
ろ

3
〉

18K
手
J

H

U

日

(

J

心
け
〆
、
ャ
ゴ

こ
こ
に

こ
っ
比
二
h
、
ゴ
パ
こ
、

よ
7
1
J
μ

ド
、
、
L
1
t
J
l
i
J
、
/
し

に
「
抑
米
側
関
子
助
教
自
治
侃
以
何

と
あ
り
、

も

侃
〈
f

文
衛
球
・

と
あ
る
よ
う
に
、

の
名
を

に
い
ず
れ
も
又
字
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
長
集
鮮
に
採
ら
れ
て
い
る
人
と
江
川
町
集
解
に
採
ら
れ
て
い
る
人
と
を
応
別
し

ょ
う
と
し
て
い
る
ο

十小

fpDブ
〔

ω
ま

l
v
J
;
J
 

は
明
ら
か
と
な
る
か
ら
、
こ
こ
も
、

。〉

従
っ
て
叉
字
を
補

え

大。な
{栄う
j可ベ
5fさき
111すか
議も
とド し
イ1') J'L 
玉な
し、

( 11 ) 

、、H
U
T
L

J
f
付
伶
イ
ペ

こ
れ
ド
ブ
ヘ
M
O

予
ド
‘
2
f
A
1
8
、

J

に
つ
い
て
の
俸
は
見
え
る
。
そ
の

に
つ
い
て
の
著
述
は
陪
志
に

菅
八
巻
、
賢
太
保
衛
議

も

少
二
巻
、
宋
明
一
帝
補
関
」
と
あ
る
。

る、け
V

叶
て
の

￥了

、'-ー

と
見
え
て
い
る
。

I，C干可。、

に
作
る
。

そ
の

し
て

¥'-

一
審
祭
器
一
十
撰
」
と
あ
る
。



そ
の

メィム
…，  
T!.砂

に
見
え
る
f
4

し
か
し
そ
の

に
つ
い
て

と
い
う
よ
う
に
明
ら
か
で
は
な
い

一
¥
叶
花
ゅ
入
、
‘

11r丸
い
い
、

イ
ノ
柱
J

耳

、

J1FJAj

'
¥
一
ヨ
、
ァ
ヘ

み
/
h
H
l
M
J
4

そ
の
停
と
…
仰
心
一
山
誌
と
い
ず
れ
も
明
ら
か
で
は
な
い

。

営
者
作
郎
向
陽
江
淳
字
忠
俊

，
¥
刊
日
山
戸
入
、

J

ノ
判
佼
サ
ペ

に
作
る

え
、
そ
れ
に
よ
る
と

と
?
f

め
る
か
ら

大
倒
木

こ
ん
γ
り

f
t
{
 

氏
9

守
主
交
劫
一
日
山
r
」

i
;
j
j
j
p
i
p
-

一
と
見
え
る
と

〉ず

ノ

〆

、

ゐ

〆

λ
ノ

f

1
し
ム

μ
v
l、

、守/

カー

」
の
人
の
名
は
い

か
れ
て
い
て
大
捜
本
と

ミ
三

.hJza'一4
v

グ

/

イ

久

が

1
3パ

¥ア

ペJ

吋ノ
u
h

九リ
L
4

ム

t
i
l
t
y
 

〆
一

1
3し
九
，
v
〕

7
3
j

b
h
v
l
kノ
〉

ν
/
可
/
‘

-
4
j
t
h

、
J

U

ノ

バ

ν

J 

IJ:_ 

( 12 ) 

と
し、



と
お
り
、

M
f
T
L
丈
ん
予
な
こ
っ

t

イ
沖

48一コ

/
t
i
l
i
-
-叶
p
i
v

と
あ
る
か
ら

t~ 

よ
ば
れ
て
い
た
こ
と

守、

Y

ノ

ミ

)

〕

カ
ふ
そ
汐
Y
Q
t

符
出
品
太
一
爪
系
沖
子
山
内
氏

}，
f
j
;
;
j
i
J
l
ノ
ャ

ザ
帆
い
引
い
平
こ
っ
、

ζ

〉
い
主
主

γ
4
J
f
v
h什
)

仏

ド

ゾ

h

U

V

A

V

れ
れ
ド

}
t

九
何
で
の

…
ー
い
ト
ム
ス
V
1
/〕

と
お
り
、

問
主
と
も
壬
一
ぽ
司
じ
で
お
る
ぷ
、

J

(

(

l

h

i

l

t

 

ハ
」
斗
仇

V

}

b

v

‘
 

と
あ
っ
て
、

の

見交 解
!絡な
常集
fH~ 
iりi と
し

Ni'J て
~、

守る
泊。

夷

持
知
3
4れ
1

山口トト、

.L
札
レ
ト
、
一
¥
f
、レト

ド長
d
u
i
ねか一、
i

み
れ
れ
ン
コ
{
F
L
jメ
ノ

ι
江
μ
~
メ

に
作
る
。

A
ぺ
H

，AUJ
いへ

F-
、ノ、
A

-

、ノ
J

ヲム
t

，、

ハ
バ
い
担
ド
ペ
し
て

U
M
K

お
よ
び
そ
の

に
つ
い
て

一タコ
J
L

打
、
フ
工
、
r
J

ニ

丸

、

/
J
t
A
r
β
4一
ふ
人

lv

，t
j

に
は
こ

の
人
の
名
を
内
懐
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
も
あ
る
い

っ
て

る
ベ
〉
ざ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

( 13 ) 

大
槻
本
、
質
勝
院
本
、

延
徳
木
、
久
原
本

。

に
見
え
、

な
っ
て
い
る
。
合

の

に
よ
る
と
、

阪
mm
綜
人

1フ-

，，-

る
と
こ
ろ
は
あ
一
っ
て
も
、

し、

で
あ
っ
た
こ
と
は

ト
主
主
ム
ロ
江
、

目
白
土

f
H
V
F廿

SJι
イ
L

7

〉
'h11
ヘj
 

シ
}
ふ
内
U
J
h
v

子
?
フ
に

よ
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
A

と
す
れ
ば
、
以
上
認
苓
に
つ
い
て
あ
げ
た

子
五
、

ト
ト

i

3
・v

、‘
，、，U

ム
必
る
か
A

り
、
こ
の

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。



7
i
k
ふ、、

一
社
民
味
付

こ
乍
γ
り/、

L
V
/
F
l
i
-
-

}よる，

tこ

ぞ
れ
作
る
と
こ
ろ

の

町L.

'---../' 、

:五L
A
守
人

Y

、

t
H日
、

r
4
j
 

と
い
っ
て
い
る
c

。〉

一
丸
こ
レ
つ
り
ノ
、

~

時

吋

L
h
F
ν

で
あ
る
c

の

の
限ょ
と子 う
大oで
手[J あ
)Jrる

(J 

大
槻
木
、
久
原
本

f
一'rr
え
υ
心

、uu
-
Jノ』
1
8
~

〆

畑
山
川
一
兆
貌
引
く
と
こ
ろ
も

と
あ
っ
て
、

の

に
つ
い
て

に
は
「
集
解

背
究
州
別
駕
江
間
…
解
い
と
あ
る
が
、

iヱ

を

と
あ
っ
て

に
す
る
。

( 14 ) 

f J 
HU 
ェ=

人

J
¥村
甘
札
叩
」
、
h

J
ノ
付
れ
刊
イ
ペ

γ
}
い
小

γ
九ソ、

λ
Y
J
'
F
g
i
 

、ず

毛~~

子

HeycLHL:「
刀
ー
し
こ

j
i
J
i
i
;
t
k
 

~
2
3
F

、
z
i
s
?
8
4』
v
e
4
S
什
ι

ーも
J
u
r
e
g
3
L
M唱

と
あ
る
。
大
槻
本
、

、J i 

び〉

(
一
万
立
与
大
尽
山
村
村
山
バ
事
部
詰
川
市
一
〉

h 

一.、
L
i
r
♂

J

m

m

t

A

i

¥

 


	0002
	0003
	0004
	0005
	0006
	0007
	0008
	0009
	0010
	0011
	0012
	0013
	0014
	0015

